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デジサポ部会御中 

高齢者のデジサポ説明会集客支援案、及び「地デジいろは塾」企画（案） 

                   2010 年 1 月 13 日老テク研究会 近藤則子 

 

全国で開催されているデジサポ説明会に、高齢者の参加促進のご提案です。 

 

A 案 お金をかけない方法   →行政（福祉、生涯学習部門）への集客協力依頼 

現状：デジサポ説明会は地域ケアプラザなど高齢者が集まる施設で開催されているにも関わらず、

施設の高齢者活動支援ご担当者と情報が共有されていないのではないでしょうか？ 

 

改善案：自治体の高齢者福祉を担当する部署に、デジサポ説明会を開催する際に 

どこの自治体にも必ずある、健康福祉局の高齢者のいきがい支援担当（例：社会福祉協議会、 

老人クラブ連合会）民生委員担当者（例 福祉保健課運営調整係）、生涯学習担当者（例  

横浜シニア大学等）に、集客について協力をお願いされることをおすすめします。 

 

★老人クラブは 30 名以上になると自治体から補助金もでるので、団体名簿があります。 

★デジサポは県単位で組織されておられるようですので、デジサポ神奈川の方にご提案して 

まずは、老テク研究会が神奈川県で試みてご報告します。 

 

B 案 少しお金をかける方法  →シニアネット等、市民団体への集客協力依頼  

老テク研究会は、携帯電話会社と連携したシニアむけ無料携帯電話教室を開催してきました。 

そのさい、各地のシニアネット団体や民間 PC 教室などに有償で（2 万円）会場手配、集客等、開

催協力をお願いしましたが、民間 PC 教室よりシニアボランティア団体のほうが、手間や時間はかか

りますが、集客力がありました。 

 

高齢者が中心の市民団体は、活動拠点が、地域の公共施設、福祉施設で、自治体の職員が所長を

しておられます。 

地域福祉施設の所長を通じて、地域に信頼されている高齢者の市民団体を推薦していただき、 

高齢者市民団体に広報協力費用として、参加者へのお声掛けや参加とりまとめをお願いされては

いかがでしょうか？ 

国に貢献できることは、彼らのいきがいにもなり、デジタル社会についての勉強にもなり、かつ

外出し、活動的になるので健康増進になりますから、本人にも自治体にもうれしいことです。 

 

説明会集客支援に謝金を市民団体に支払うことは可能でしょうか？ 
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C 案 お金をかける方法    →市民と行政が連携した“地デジいろは塾”開催 

 

自治体の消費者センター、社会福祉協議会、民生委員協議会等は、それぞれ定期的な研修や講座

を企画しなくてはならず、テーマに困っていることもあります。 

 

予算もありますので地デジは「旬」で楽しそうなテーマなので、ご提案すると喜ばれそうです。 

仙台市では、2009 年 11 月に消費者センターがデジサポ宮城から講師を招いて、“地デジいろは塾”

を開催、好評でした。 

 

企画目的 

地デジへの移行にむけ、地デジ未対応（アナログ放送を見ている）高齢者層を対象に、高齢者に配

慮した楽しい、わかりやすい地デジセミナーを開催する。 

 

企画概要 

全国の社会福祉協議会等と連携し、地デジ未対応の高齢者と地域での支援者（民生委員等）を対象

にした地デジセミナーを地域福祉団体とデジサポ部会が共同で開催します。 

 

 

１ 別紙に簡単な「地デジいろは塾」企画メモを書いてみました。 

 

２ 各県で、状況が異なるので、実施を希望される団体や地域デジサポむけに情報提供・共有用の

支援サイトを活用できるといいなと思います。 

 

３ ウェブサイトやデータ放送を利用する場合は別途費用が発生します。 
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（別紙） 

 

デジサポ部会御中 

地デジいろは塾について、デジサポ神奈川と意見交換をいたしましたので、ご報告します。 

 

地区民児協と連携した“地デジいろは塾”案 

               2009 年 1 月 13 日 老テク研究会・横浜市民生委員 近藤則子 

 

企画概要 

地デジいろは塾は、地デジ未対応の高齢者（65 歳以上）を支援するために、高齢者当事者、及び地

域の民生委員、老人クラブ代表者など、日頃から高齢者・障害者を支援している方々を対象に、デ

ジサポと地域の福祉活動団体が連携して開催するものです。 

 

運営方法は、仙台市の地デジいろは塾が消費者センターが主催したように、神奈川県では、自治体、

民生委員、児童委員協議会（以下民児協）が主催する研修会に、デジサポから講師を派遣していた

だくという方法で、実験的に実施してみたいと思います。 

 

民児協は、特にひとり暮らし高齢者の方に対して、すでに起きているトラブル（高額テレビを複数

購入等）や、よくある相談をご紹介し、それへの対処方法などを説明すると喜ばれます。 

 

スケジュール 

1 月 地デジいろは塾開催について、デジサポ神奈川と意見交換。1 月 12 日に実施。 

 基本的に、実施は賛成である。 

4 月以降の総務省のご方針をうかがって検討したいというのが 

 デジサポ神奈川のセンター長以下、皆様のご意見。 

 

神奈川県横浜市都筑区の民児協と意見交換 

これまでに実施されたデジサポ説明会へのご意見などもうかがう。 

研修セミナーを提案→ 開催場所、動員方法等をつめる 

 

2 月―3月に予定されている、神奈川県内のデジサポ説明会と連携できそうであれば 調整する。 

 

2010 年 9 月はＮＨＫ横浜放送局が、新しくなり、ホールも併設される予定なので、ここでのイベン

トも検討できる見込みとのこと。 


